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1. はじめに 

 近年, 長周期ファイバグレーティング(以下 LPFG)は光

通信の分野だけでなく, 光センサの分野にも用いられて

いる. 紫外光照射はLPFGの製作方法の一つであるが, 従

来の方式は露光用マスクを用いるためグレーティング周

期の柔軟な変更が制限される. レーザー照射を用いた一

点露光では照射範囲, 照射パルス数などが高精度に制御

でき, 自由な設計でのLPFGの製作が可能となる[1]. 

そこで, 我々は自由度が高い製作方法として Nd:YVO4

のパルスレーザー(266nm)を用いた一点露光により LPFG

の製作に成功している. 本報告では, レーザー照射パル

ス数などの条件を最適化し, 一周期あたりの露光割合を

変化させることによる各種 LPFG を製作し評価を行った

結果について述べる.  

2. 実験及び結果 

 感光性ファイバを焦点位置に設置し, 周期 400μm, 全

長 20mm の製作条件の下, 一点露光法による各種 LPFG

の製作を行った. 一周期あたりの露光割合を 20μm とし

て一箇所あたり 120kパルスのレーザー照射によりLPFG

を製作した. スペクトルアナライザを用いて波長 1250nm

付近の透過スペクトルを測定した結果, ピーク波長

1240nm付近で約 3dB の減衰が得られた. さらに, 同一の

ファイバの同じ露光部に 120k パルスずつ 480k パルスま

で照射して透過スペクトル変化を調べた(図 1). レーザー

照射回数を重ねるごとにピーク値が減衰し, 共振波長も

長波長側にシフトした. 480k パルス照射でピーク波長は

1280nm 付近で最大 12dB 減衰した. 次に, 一箇所あたり

480k パルス照射とし, 一周期あたりの露光割合を 20μm

から 60μm, 200um に拡大させてそれぞれの波長 1600nm

付近の透過スペクトルを測定した(図 2). 露光割合を拡大

させるに伴い, 共振波長が長波長側にシフトした. 露光

範囲を 200um まで拡大した場合, ピーク波長を 1650nm

までシフトさせ, 最大18dB減衰したLPFGを作製できた.  
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図 1 レーザー照射回数を変化させたときの 

透過スペクトル 
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図2 一周期あたりの露光範囲を変化させたときのLPFG

透過スペクトル 

3. 結論 

我々は露光マスクを用いない一点露光法を用いて自由

な設計で各種LPFGの製作を行った. 最大18dBの減衰を

持った LPFG を含め, ピーク波長をシフト可能な様々な

特性のLPFGを製作することに成功した.  
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